
　
戊
辰
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
間

に
犠
牲
と
な
ら
れ
た
本
県
出
身
の
戦
没
者

や
、空
襲
な
ど
の
戦
災
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
を
追
悼
し
、平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

「
第
52
回
鹿
児
島
県
戦
没
者
追
悼
式
」を
開

催
し
、遺
族
な
ど
約
1
4
0
0
人
が
参
列

し
ま
し
た
。

　
三
反
園
知
事
は
式
辞
で
、追
悼
の
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、戦
場
に
散
り
、戦
禍
に
倒

れ
た
方
々
の
思
い
を
改
め
て
深
く
胸
に
刻

み
、郷
土
鹿
児
島
の
更
な
る
発
展
と
、心
豊

か
で
平
和
な
社
会
の
実
現
の
た
め
、全
力
で

取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、先
の
大
戦
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
次
世
代
へ

継
承
し
て
い
く
た
め
、

小
中
学
生
と
高
校
生

８
人
も
参
列
し
、献
花

を
行
い
ま
し
た
。

　
県
で
は
、県
民
の
福
祉
に
貢
献
し
、特
に

顕
著
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
個
人
や
団
体

を「
県
民
表
彰
」と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
５
人
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

《
教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
門
》

文
田

　哲
雄
さ
ん

【
現 

鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
名
誉
教
授
】

　
長
年
に
わ
た
り
洋
画
家
と
し
て
研
さ
ん

に
努
め
ら
れ
、二
科
展
に
お
け
る
多
数
の
受

賞
歴
を
有
す
る
と
と
も
に
、県
内
文
化
施
設

へ
の
作
品
寄
贈
を
は
じ
め
、南
日
本
美
術
展

の
審
査
員
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、本
県
芸
術

文
化
と
美
術
教
育
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

県民表彰式 2020年「燃ゆる感動かごしま国体」イメージソング制作者発表

　
３
年
後
の
平
成
32
年（
2
0
2
0
年
）に

鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
第
75
回
国
民
体
育

大
会
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
制
作
者
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
同
国
体
の
愛
称「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま

国
体
」や
ス
ロ
ー
ガ
ン「
熱
い
鼓
動    

風
は
南
か

ら
」が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、本
県
出
身
で
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の

辛
島
美
登
里
さ
ん
に
制
作
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
発
表
会
に
は
、辛
島
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
、「
大
変
光
栄
な
こ
と
。世
代
を
超
え
て

愛
さ
れ
る
曲
に
し
た
い
。鹿
児
島
の
方
言
を

取
り
入
れ
ら
れ
た
ら
。」な
ど
と
制
作
に
向

け
た
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

は
１
月
末
の
完
成
を

見
込
ん
で
お
り
、完
成

後
は
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど

へ
の
活
用
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　平
成
30
年
の
明
治
維
新
1
5
0
周
年
に

向
け
た
機
運
の
醸
成
を
図
る
た
め
、鹿
児

島
市・鹿
屋
市
の
２
会
場
に
お
い
て「
明
治

維
新
1
5
0
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る

テ
ー
マ
を
設
定
し
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説「
あ
さ
が
来
た
」で
一
躍
脚
光
を
あ
び
た

五
代
友
厚
や
、現
在
の
肝
付
町
の
郷
士
で

町
長
の
よ
う
な
役
職
を
務
め
た
宇
都
宮

東
太
な
ど
、会
場
ご
と
に
地
域
に
関
連
の

深
い
人
物
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　幅
広
い
世
代
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
郷
土
の
先

人
た
ち
の
生
き
方
に

思
い
を
は
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

10/21
[金]

11/2
[水]

 

鹿児島県戦没者追悼式10/25
[火]

県政トピックス県政トピックス
P r e f e c t u r a l  g o v e r n m e n t

〈県政の動き〉 
10月11日[火] ▼ 12月10日[土]

県政トピックス

10
月
16
日[

日]

県
初
の
女
性
副
知
事
就
任

10
月
17
日[

月]

〜
19
日[

水]

鹿
児
島
・
香
港
交
流
会
議

10
月
21
日[

金]
2
0
2
0
年「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
制
作
者
発
表

10
月
22
日[
土]

明
治
維
新
1
5
0
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
鹿
児
島
市
）

10
月
22
日[
土]
〜
23
日[

日]

か
ご
し
ま
木
材
ま
つ
り

10
月
23
日[

日]

知
事
と
語
ろ
う
車
座
対
話（
種
子
島
）

10
月
25
日[

火]

鹿
児
島
県
戦
没
者
追
悼
式

10
月
28
日[

金]

が
ん
制
圧
県
民
大
会

10
月
29
日[

土]

甫
木
水
門
完
成
式

10
月
31
日[

月]

知
事
表
彰「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」（
桑
水
流
選
手
）

11
月
2
日[

水]

県
民
表
彰
式

11
月
5
日[

土]

明
治
維
新
1
5
0
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
・

薩
長
同
盟
1
5
0
周
年
記
念
パ
レ
ー
ド

11
月
6
日[

日]

介
護
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

11
月
6
日[

日]

明
治
維
新
1
5
0
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
鹿
屋
市
）

11
月
12
日[

土]

知
事
と
語
ろ
う
車
座
対
話（
南
九
州
市
・
枕
崎
市
）

11
月
12
日[

土]

〜
25
日[

金]

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

11
月
16
日[

水]

京
都
賞
受
賞
者
鹿
児
島
講
演
会

11
月
22
日[

火]

知
事
表
彰「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」（
栄
氏
）

…写真入りで紹介

ふ
み
　
た

て
つ
　お

よ
し
　
む
　  

た

す
な
お

 

ゆ      

つ   

ど
う

た
も
つ

う
え   

の

き
ぬ   

こ

か
わ
ば
た

た
か
し

《
保
健
福
祉
部
門
》

吉
牟
田

　直
さ
ん

【
現 

鹿
児
島
県
精
神
科
病
院
協
会
名
誉
会
長
】

　
鹿
児
島
県
精
神
科
病
院
協
会
名
誉
会
長
な
ど
と
し
て
、精

神
医
療
機
関
の
充
実
に
寄
与
さ
れ
る
一
方
、発
達
障
害
児
の

診
断
や
認
知
症
に
係
る
研
修
・
啓
も
う
活
動
、県
内
外
の
医
療

機
関
で
働
く
人
材
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、本
県
精
神

医
療
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
産
業
経
済
部
門
》

湯
通
堂

　保
さ
ん

【
元 

公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
観
光
連
盟
理
事
】

　
鹿
児
島
県
観
光
連
盟
理
事
な
ど
と
し
て
、業
界
と
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
を
通
し
、観
光
客
誘
致
と
地
域

振
興
に
寄
与
さ
れ
た
ほ
か
、料
理
開
発
を
は
じ
め
、「
思
い
や
り

の
心
」に
あ
ふ
れ
る
受
入
態
勢
の
充
実
に
取
り
組
ま
れ
る
な

ど
、本
県
観
光
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

上
野

　絹
子
さ
ん

【
元 

鹿
児
島
県
女
性
農
業
委
員
の
会
会
長
】

　
鹿
児
島
県
女
性
農
業
委
員
の
会
会
長
な
ど
と
し
て
、家
族

経
営
協
定
の
有
効
性
の
理
解
促
進
に
奔
走
さ
れ
る
な
ど
、農

村
女
性
や
新
規
参
入
者
、青
年
後
継
者
が
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
、農
村
女
性
の
地
位
向
上
と
地
域
振
興

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

《
社
会
活
動
部
門
》

川
畑

　隆
さ
ん

【
現 

鹿
児
島
県
海
外
移
住
家
族
会
会
長
】

　
鹿
児
島
県
海
外
移
住
家
族
会
会
長
と
し
て
、南
米
訪
問
を
通

じ
た
在
外
県
人
会
と
の
関
係
強
化
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

県
費
留
学
生
な
ど
と
し
て
受
け
入
れ
た
移
住
者
子
弟
と
の
交

流
に
奔
走
さ
れ
る
な
ど
、本
県
の
国
際
交
流
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

前列左から川畑さん、上野さん、湯通堂さん、三反園知事、文田さん、
吉牟田さん

明治維新150周年記念シンポジウム11/6
[日]

10/22
[土]

ほ
の
き

29 28Graph KAGOSHIMAGraph KAGOSHIMA



県政トピックス

知事表彰「スポーツ部門」

　
リ
オ
五
輪
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

７
人
制
日
本
代
表
の
桑
水
流
裕
策
選
手
と
、

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
栄

和
人
氏
に
対
し
て
、知
事
表
彰「
ス
ポ
ー
ツ

部
門
」の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。桑
水
流

選
手
は
、主
将
と
し
て
４
位
入
賞
を
果
た
し
、

特
別
賞
の
栄
氏
は
、リ
オ
五
輪
で
５
人
の

日
本
代
表
女
子
選
手
を
メ
ダ
ル
獲
得
に

導
き
ま
し
た
。

　
お
二
方
の
活
躍
が
県
民
に
大
き
な
感
動

を
与
え
た
功
績
を
た
た
え
、こ
の
た
び
の

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。お
二
方
に
は
、三
反
園

知
事
か
ら
表
彰
状
と
ク
リ
ス
タ
ル
カ
ッ
プ

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

11/22
[ 火 ]

10/31
[ 月 ]

女性に対する暴力をなくす運動

　
11
月
12
日
か
ら
25
日
の「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
、12
日（
土
）、ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
鹿
児
島

な
ど
各
種
団
体
や
鹿
児
島
大
学
学
生
サ
ー

ク
ル
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、鹿
児
島
中
央

駅
前
で
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、「
女
性
に
対
す
る

暴
力
は
人
権
侵
害
で
あ
り
、決
し
て
許
さ
れ

な
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、夜
に
は
、女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶

運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

に
ち
な
み
、ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
鹿
児
島「
観
覧
車

ア
ミ
ュ
ラ
ン
」や
甲
突
川
橋
梁（
高
見
橋
、西
田

橋
）が
紫
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、パ
ネ
ル
展
や
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

ツ
リ
ー
の
設
置
、女
性

の
た
め
の
法
律
相
談

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
実
施
し

ま
し
た
。

11/12[土]

11/25[金]

明治維新150周年プレイベント・薩長同盟150周年記念パレード11/5
[ 土 ]

　
薩
長
同
盟
1
5
0
周
年
と
平
成
30
年

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
西
郷
ど
ん
」放
送

決
定
を
記
念
し
、パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
西
郷
隆
盛
銅
像
前
に
幕
末
・
明
治
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
参
加

者
約
6
0
0
人
が
集
ま
り
、出
発
セ
レ
モ

ニ
ー
を
し
た
後
、隊
列
を
組
ん
で
天
文
館

を
通
り
、甲
突
川
右
岸
緑
地
で
開
催
さ
れ

て
い
た「
薩
摩
維
新
ふ
る
さ
と
博
」の
特
設

ス
テ
ー
ジ
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、天
気
に
も
恵
ま
れ
、沿
道
か
ら

は
多
く
の
方
か
ら
声
援
が
あ
が
り
ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、１
年
後
の
明
治
維
新

1
5
0
周
年
を
契
機

と
し
た
官
民
一
体
の

観
光
振
興
に
向
け
て

勝
ち
ど
き
を
あ
げ
、

パ
レ
ー
ド
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

せ
　 

ご
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